
インタビュー

起
業
家
精
神
が
育
つ
都
市
に

熊
谷
　
俊
人
氏
千
葉
市
長

　
―
千
葉
市
経
済
の
現
況
は
。

　
「
千
葉
商
工
会
議
所
の
景
気
動

向
調
査
な
ど
の
主
要
な
指
標
す
べ

て
に
お
い
て
悪
い
結
果
が
出
て
い

る
。
企
業
の
社
長
に
話
を
聞
い
て

も

厳
し
い

の
一
言
。
節
電
に

よ
る
生
産
活
動
の
減
退
や
東
日
本

大
震
災
の
影
響
、
円
高
が
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
。
あ
え
て
言
え

ば
、
最
悪
な
時
期
を
脱
し
た
の
が

唯
一
の
救
い
で
は
な
い
か
」

　
―
科
学
都
市
戦
略
の
事
業
方
針

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
で
放

射
線
な
ど
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
。
正
し
い
知
識
が
日
常
生
活

で
の
適
切
な
判
断
と
行
動
に
結
び

つ
く
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
科
学
に

関
心
を
持
ち
、
科
学
に
明
る
い
人

材
と
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
輩
出
す
る
基

盤
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
は

日
常
会
話
に
科
学
の
話
題
が
の
ぼ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
大
切
で

大
人
に
対
し
て
も
科
学
リ
テ
ラ
シ

ー
向
上
の
機
会
が
必
要
に
な
る
」

　
「
市
の
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
山
崎
直
子
宇
宙
飛
行
士
か
ら

も
、
科
学
の
基
本
で
あ
る
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
や
、
日
常
生
活
と
科

学
技
術
の
か
か
わ
り
を
意
識
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
意
見
と
し
て
頂

い
て
い
る
。
年
間
を
通
し
て
科
学

・
技
術
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
を

創
出
し
て
い
く
。
秋
に
は

市
科

学
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
す
る
。
科

学
都
市
戦
略
を
進
め
る
市
の
姿
勢

を
示
し
て
い
く
」

　
―
昨
年
の
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に

続
き
、
中
国
の
天
津
市
、
呉
江
市

と

月
に
経
済
交
流
協
定
を
結
び

ま
す
。

　
「
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の
交
流
は

主
に
高
度
な
技
術
を
持
つ
企
業
に

限
ら
れ
て
い
た
が
、
急
拡
大
す
る

中
国
市
場
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
種

の
企
業
が
進
出
で
き
る
だ
ろ
う
。

天
津
市
内
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
を
持
つ
イ
オ
ン
と
５
月
に
包
括

協
定
を
結
ん
だ
。
同
社
と
市
の
情

報
を
共
有
し
、
経
済
分
野
の
交
流

を
進
め
る
」

　
「
上
海
近
郊
の
呉
江
市
は
、
江

南
水
郷
な
ど
の
資
源
を
擁
し
観
光

に
注
力
し
て
い
る
。
幕
張
メ
ッ
セ

や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
な
ど
の

観
光
資
源
が
あ
る
千
葉
市
に
、
前

々
か
ら
ラ
ブ
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

今
後
は
全
県
的
に
観
光
資
源
を
Ｐ

Ｒ
し
、
積
極
的
な
経
済
・
観
光
交

流
に
励
む
」

　
―
将
来
的
に
、
千
葉
市
産
業
を

ど
う
導
き
ま
す
か
。

　
「
現
在
、

年
度
か
ら

年
に

わ
た
る
新
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
た
め
の
見
直
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
充
実
、
千
葉
市
な
ら
で
は

の
産
業
施
策
を
通
じ
て
、
創
業
企

業
や
中
小
企
業
の
支
援
を
急
ぐ
。

企
業
が
成
長
し
、
新
た
な
企
業
が

集
い
、
起
業
家
精
神
が
育
つ
千
葉

市
を
つ
く
っ
て
い
く
」
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千
葉
県
の
県
都
、
千
葉
市
。
８
月
１
日
現
在
の
人
口
は
約

万
３
０
０
０
人
。
現
在
ま

で
毎
年
６
０
０
０
―
８
０
０
０
人
単
位
で
居
住
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
市
の
魅
力
は
ど

ん
ど
ん
増
し
て
い
る
。
現
在
、
市
が
目
指
す
の
が
「
科
学
都
市
ち
ば
」
の
実
現
。
年
齢
を

問
わ
ず
全
市
民
が
科
学
に
親
し
み
、
日
常
生
活
に
科
学
技
術
の
話
題
が
の
ぼ
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
で
、
科
学
に
明
る
い
人
材
の
輩
出
や
市
内
経
済
の
活
発
化
な
ど
を
図
る
の
が
狙

い
だ
。
「
科
学
都
市
戦
略
」
の
先
導
者
で
あ
る
熊
谷
俊
人
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交

え
、
戦
略
の
行
方
を
追
っ
た
。

千
葉
市
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
た
山
崎
直
子
宇
宙
飛
行
士

千葉市科学館や千葉市ビジネス支援セ
ンターが入居するきぼーる（中央区）

魅
力
あ
る
『
人
財
』
を
産
み
出
す
土
壌
の
醸
成

戦
略
的
な
産
業
・
技
術
振
興
へ
の
取
り
組
み

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
科
学
・
技
術
が
溶
け
込
む
環
境
づ
く
り

科
学
都
市
戦
略
の
基
本
方
針

　
科
学
都
市
戦
略
の
基
本
理
念

は
「
全
市
民
が
日
常
生
活
で
、

科
学
技
術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
科
学
都
市
を
つ
く
る
」
こ

と
。
２
０
１
０
年

月
、
千
葉

県
出
身
の
山
崎
直
子
宇
宙
飛
行

士
を
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招

い
て
事
業
方
針
の
構
築
を
進

め
、
６
月
に
策
定
し
た
。

　
市
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、

少
子
高
齢
化
な
ど
で
起
こ
る
社

会
的
な
課
題
の
解
決
が
欠
か
せ

ず
、
解
決
に
は
科
学
技
術
を
応

用
す
べ
き
と
判
断
。
市
、
企

業
、
大
学
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
科

学
技
術
へ
の
認
識
を
持
っ
て
連

携
し
、
人
材
輩
出
や
産
業
振
興

を
積
極
的
に
実
施
で
き
る
街
の

実
現
を
目
指
す
。

　
事
業
方
針
は
３
点
の
基
本
方

針
を
定
め
た
。

　
持
続
的
な
市
の
発
展
に
は
市

内
産
業
の
活
性
化
も
重
要
な
取

り
組
み
に
な
る
。

　
「
環
境
」
「
Ｉ
Ｔ
」
「
医
療

福
祉
」
「
新
製
造
技
術
」
の
４

重
点
分
野
で
新
事
業
創
出
と
企

業
誘
致
を
図
る
た
め
、
市
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
大

亥
鼻
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

い
の
は
な

ザ
、
千
葉
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ｃ

の
３
拠
点
を
中
心
に
、
起
業
者

育
成
や
技
術
開
発
な
ど
の
産
学

官
連
携
を
進
め
る
。

　
２
０
１
５
年
の

万
人
を
境

に
市
の
人
口
減
少
が
予
想
さ

れ
、
市
の
経
済
規
模
の
縮
小
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

年

の
世
界
同
時
不
況
の
影
響
な
ど

で
「
市
内
企
業
の
経
営
環
境
は

厳
し
い
」

熊
谷
市
長

と
、

市
に
と
っ
て
経
済
対
策
は
急
務

だ
。
３
拠
点
の
持
つ
強
み
を
融

合
し
、
人
材
交
流
や
連
携
研
究

を
通
じ
て
新
事
業
創
出
な
ど
を

進
め
る
。
活
性
化
の
た
め
、
資

金
調
達
機
能
の
強
化
や
、
産
学

官
交
流
の
機
会
を
つ
く
る
人
材

の
育
成
に
も
着
手
し
、
「
活
性

化
を
急
ぎ
、
優
秀
な
人
材
を
誘

引
し
て
い
き
た
い
」

同

と

し
て
い
る
。

　
戦
略
が
目
指
す
の
は
、
科
学

の
知
識
を
持
っ
て
物
事
を
理
解

す
る
能
力
「
科
学
リ
テ
ラ
シ

ー
」
を
市
民
が
向
上
さ
せ
、
日

常
生
活
に
科
学
の
話
題
が
の
ぼ

る
よ
う
な
市
民
が
暮
ら
す
街
づ

く
り
。

　
山
崎
宇
宙
飛
行
士
は
「
科
学

的
な
関
心
は
、
身
近
な
自
然
を

見
て
素
朴
な
疑
問
を
持
つ
こ
と

か
ら
始
ま
る
」
と
話
す
。
市
科

学
館
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
家
庭

向
け
の
科
学
教
育
活
動
や
モ
ノ

づ
く
り
に
親
し
む
活
動
を
通
じ

て
、
市
民
の
関
心
を
高
め
る
。

　

月
に
開
催
す
る
「
市
科
学

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
も
そ
の

一
環
で
、
工
作
教
室
や
自
然
観

察
な
ど
を
予
定
す
る
。
熊
谷
市

長
は
「
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
、
科

学
都
市
戦
略
へ
の
姿
勢
を
示

す
」
と
話
す
。

　
事
業
方
針
は
市
新
基
本
計
画

な
ど
と
連
携
し
、
約
３
年
ご
と

に
事
業
検
証
を
実
施
し
て
施
策

を
進
め
る
。
科
学
都
市
の
実
現

に
向
け
動
き
だ
し
た
千
葉
市
の

今
後
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
戦
略
で
は
、
科
学
へ
の
興
味

を
喚
起
さ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

世
代
ご
と
に
変
え
る
。
子
ど
も

向
け
で
は
、
市
科
学
館

中
央

区

に
お
い
て
小
学
校
低
学
年

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
実
施

し
、
科
学
に
身
近
な
環
境
を
整

備
す
る
。
ま
た
理
数
系
の
勉
強

に
意
欲
的
な
児
童
生
徒
へ
の
学

習
教
材
な
ど
の
提
供
を
始
め
、

科
学
に
明
る
い
人
材
を
輩
出
す

る
体
制
を
整
え
る
。

　
大
人
向
け
で
は
、
市
内
の
中

小
企
業
で
働
く
現
役
世
代
に
向

け
て
、
技
術
を
学
習
す
る
機
会

を
充
実
さ
せ
る
。
市
内
企
業
の

技
術
を
支
え
る
人
材
育
成
や
、

指
導
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
。
土
壌
醸
成
を
担
う
指
導
者

を
育
成
で
き
る
体
制
の
構
築
な

ど
に
も
取
り
組
む
。

　
世
代
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変

え
る
の
は
、
科
学
に
親
し
む
心

を
す
べ
て
の
世
代
に
養
っ
て
も

ら
う
た
め
。
市
科
学
館
の
来
館

者
は
開
館
２
年
半
で
１
０
０
万

人
に
達
し
、
市
内
の
小
学
５
年

生
の

％
、
中
学
２
年
生
の

％
が
理
科
の
勉
強
を
好
き
と
答

え
る
な
ど
、
科
学
技
術
に
対
す

る
市
民
の
関
心
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
２
０

１
０
年
に
市
が
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
、
科
学
を
「
身
近
に

感
じ
る
」
と
答
え
た
市
民
は
約

４
割
に
の
ぼ
っ
た
。

　
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
は
、
市
内
小
中
学
校
や
放

射
線
医
学
総
合
研
究
所
、
千
葉

大
学
な
ど
で
構
成
す
る
戦
略
実

現
化
会
議
教
育
分
科
会
の
メ
ン

バ
ー
が
練
り
上
げ
て
い
く
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月３１日 水曜日 　　


